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イギリスのインド洋戦略と日米戦争

イ
ギ
リ
ス
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イ
ン
ド
洋
戦
略
と
日
米
戦
争
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は
じ
め
に

一　

日
本
の
戦
争
計
画
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス

二　
「
戦
争
指
導
大
綱
」
と
第
二
段
作
戦
を
め
ぐ
る
紛
糾

三　

イ
ギ
リ
ス
と
イ
ン
ド
洋

四　

日
英
戦
争

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

イ
ギ
リ
ス
が
よ
う
や
く
極
東
戦
争
へ
の
参
加
を
具
体
的
に
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
四
三
年
な
か
ば
以
降
で
あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
と
戦
争
を
し
て
い
る
限
り
、
日
本
の
主
力
艦
隊
か
ら
の
有
力
な
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分
遣
艦
隊
に
対
し
て
す
ら
イ
ン
ド
洋
の
制
海
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
海
軍
力
を
捻
出
で
き
な
い
と
い
う
基
本
的
制
約
が
存
在
し
た（1
（

。

一
九
四
三
年
九
月
に
イ
タ
リ
ア
が
降
伏
し
、
同
じ
頃
ド
イ
ツ
戦
艦
テ
ィ
ル
ピ
ッ
ツ
が
イ
ギ
リ
ス
潜
水
艇
の
攻
撃
に
よ
り
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
泊
地
で
行
動
不
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
本
国
水
域
お
よ
び
地
中
海
に
大
規
模
な
海
軍
力
を
保
持

す
る
必
要
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
一
九
四
四
年
は
じ
め
イ
ギ
リ
ス
三
軍
幕
僚
長
委
員
会（2
（

は
、
極
東
戦
略
の
計

画
に
本
格
的
に
着
手
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る（（
（

。

　

本
稿
は
こ
れ
に
先
立
つ
時
期
に
お
い
て
、
太
平
洋
で
の
日
米
戦
争
が
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
洋
戦
略
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
い

た
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
の
戦
争
遂
行
と
イ
ン
ド
洋
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
懸
念
を
、
よ
り
大
き
な
大
戦
の
戦

略
的
文
脈
か
ら
理
解
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
と
に
重
視
す
る
時
期
は
、
日
本
の
参
戦
か
ら
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦

を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
反
攻
開
始
ま
で
の
期
間
、
す
な
わ
ち
一
九
四
一
年
一
二
月
か
ら
一
九
四
二
年
八
月
頃
ま
で

で
あ
る
。

一　

日
本
の
戦
争
計
画
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス

　

最
初
に
検
討
す
る
の
は
、
イ
ン
ド
洋
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
の
懸
念
に
照
応
す
る
日
本
の
戦
争
計
画
と
戦
局
の
推
移
に
つ
い
て
で
あ

る
（
4
（

。

　

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
戦
争
計
画
が
策
定
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
仮
説
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
「
ド
イ

ツ
の
不
敗
」
と
「
イ
ギ
リ
ス
の
屈
服
」
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
は
日
本
軍
部
の
政
策
決
定
者
に
一
九
四
〇
年
五
月
の
ド
イ
ツ
の
西
方
電

撃
戦
以
来
一
貫
し
て
共
有
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
一
年
九
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
日
本
の
戦
争
決
意
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
と
に
一

一
月
五
日
の
御
前
会
議
で
、
対
英
米
蘭
戦
争
は
不
可
避
と
判
断
さ
れ
た
。
開
戦
に
あ
た
っ
て
の
基
本
戦
略
が
、
大
本
営
政
府
連
絡
会
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議
が
一
一
月
一
五
日
に
決
定
し
た
「
対
英
米
蘭
蔣
戦
争
終
末
促
進
に
関
す
る
腹
案
」
で
あ
る
。
こ
の
腹
案
の
決
定
を
め
ぐ
っ
て
、
す

で
に
陸
軍
と
海
軍
の
間
で
対
立
が
あ
っ
た
。
開
戦
前
の
研
究
に
お
い
て
、
政
府
と
統
帥
部
は
戦
争
が
長
期
戦
に
な
る
公
算
が
大
で
あ

り
、
こ
の
長
期
戦
を
戦
い
抜
く
戦
略
物
資
が
日
本
に
は
不
十
分
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
日
本
に
は
ア
メ
リ
カ
を
武
力
で
屈
服
さ
せ
る

手
段
が
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
九
月
六
日
の
御
前
会
議
に
お
い
て
、
永
野
軍
令
部
総
長
は
、
日
本
は
進
攻
作
戦
を

以
て
敵
を
屈
服
さ
せ
、
そ
の
戦
争
意
思
を
放
棄
さ
せ
る
手
段
は
な
い
と
発
言
し
て
い
た（（
（

。
こ
う
し
た
認
識
は
陸
軍
も
共
有
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
想
定
さ
れ
て
い
た
戦
争
の
態
様
は
、
陸
軍
は
「
長
期
持
久
戦
」
で
あ
り
、
海
軍
は
「
短
期
決
戦
」
で
あ
り
、
そ
こ
に

認
識
の
一
致
は
な
か
っ
た
。「
長
期
持
久
戦
」
と
「
短
期
決
戦
」
の
含
意
は
そ
れ
ぞ
れ
「
不
敗
」
と
「
引
き
分
け
」
で
あ
る
。

　

敵
を
直
接
的
に
屈
服
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
日
本
の
戦
争
計
画
が
構
想
し
た
の
は
、
先
に
触
れ
た
二
つ
の
仮
説
に
基
づ
い
た
間

接
的
な
戦
争
終
結
シ
ナ
リ
オ
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
強
調
さ
れ
て
い
た
の
が
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
を
屈
服
さ
せ
、
そ
の
影
響
を
利
用
し

て
戦
争
を
少
な
く
と
も
引
き
分
け
に
持
ち
込
む
と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
。

　

開
戦
に
あ
た
っ
て
の
総
合
的
な
戦
争
計
画
は
、
一
九
四
一
年
八
月
頃
か
ら
陸
・
海
軍
お
よ
び
外
務
省
の
事
務
レ
ベ
ル
で
「
対
英
米

蘭
戦
争
指
導
要
綱
」
と
し
て
立
案
準
備
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
最
終
部
分
に
あ
っ
た
戦
争
終
末
促
進
の
方
略
が
抜
き
出
さ
れ
て
、

「
腹
案
」
と
な
っ
た（6
（

。
一
一
月
一
五
日
に
大
本
営
政
府
連
絡
会
議
で
決
定
さ
れ
た
「
腹
案
」
は
日
本
の
基
本
戦
略
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
は
政
府
・
統
帥
部
に
お
い
て
一
般
に
諒
解
さ
れ
て
い
た
。
戦
争
前
に
成
文
と
し
て
出
来
上
が
っ
た
唯
一
の
戦
争
計
画
で
あ
っ
た
と

い
え
る（（
（

。

　

前
述
の
よ
う
に
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
を
自
ら
屈
服
さ
せ
る
手
段
を
持
ち
得
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は

そ
の
ま
ま
日
本
が
必
ず
敗
北
す
る
と
い
う
見
通
し
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
一
九
四
一
年
九
月
か
ら
一
二
月
に
か
け

て
何
度
も
開
催
さ
れ
た
連
絡
会
議
の
審
議
や
討
議
の
記
録
、
関
係
す
る
政
策
文
書
を
と
り
ま
と
め
て
論
ず
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な

ろ
う
。
す
な
わ
ち
初
期
作
戦
の
勝
利
は
確
実
で
あ
り
、
一
定
の
条
件
さ
え
満
た
さ
れ
れ
ば
引
き
分
け
に
持
ち
込
め
る
。
し
か
し
最
終
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的
な
見
通
し
は
不
明
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
長
期
戦
の
場
合
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
陸
海
軍
の
首
脳
は
概
し
て
悲
観
的
で

あ
っ
た（8
（

。

　
「
対
英
米
蘭
蔣
戦
争
終
末
促
進
に
関
す
る
腹
案
」
の
基
本
構
想
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る（9
（

。

方
針

速
や
か
に
極
東
に
於
け
る
米
英
蘭
の
根
拠
を
覆
滅
し
て
自
存
自
衛
を
確
立
す
る
と
共
に
更
に
積
極
的
措
置
に
依
り
蔣
政
権
の
屈
服
を
促
進
し

独
伊
と
提
携
し
て
先
ず
英
の
屈
服
を
図
り
米
の
継
戦
意
思
を
喪
失
せ
し
む
る
に
勉
む

要
領

帝
国
は
迅
速
な
る
武
力
戦
を
遂
行
し
東
亜
及
び
西
南
太
平
洋
に
於
け
る
米
英
蘭
の
根
拠
を
覆
滅
し
戦
略
上
優
位
の
態
勢
を
確
立
す
る
と
共
に

重
要
資
源
地
域
竝
主
要
交
通
線
を
確
保
し
て
長
期
自
給
自
足
の
態
勢
を
整
ふ

凡
有
手
段
を
尽
し
て
適
時
米
海
軍
主
力
を
誘
致
し
之
を
撃
滅
す
る
に
勉
む

　

長
期
持
久
を
目
的
と
し
た
戦
略
の
方
向
と
、
短
期
の
決
戦
に
よ
っ
て
引
き
分
け
を
め
ざ
す
戦
略
の
方
向
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
第
一
段
作
戦
終
了
後
に
直
ち
に
戦
略
の
紛
糾
が
生
じ
る
種
子
が
胚
胎
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ

の
屈
服
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
迂
回
的
な
方
法
で
継
戦
意
思
を
喪
失
さ
せ
、
引
き
分
け
を
め
ざ
す
し
か
な
い
。
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
打

倒
の
迂
回
策
が
最
も
効
果
的
だ
と
判
断
さ
れ
た
。

　

と
も
あ
れ
大
本
営
は
、
比
較
的
に
脆
弱
な
西
正
面
、
イ
ギ
リ
ス
と
重
慶
に
攻
撃
の
重
点
を
指
向
し
た
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
を
屈
服

さ
せ
る
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
の
継
戦
意
思
喪
失
に
繋
が
る
と
い
う
戦
争
終
結
の
シ
ナ
リ
オ
を
重
視
し
た
。
さ
ら
に
日
独
伊
提
携
し
て
イ

ギ
リ
ス
の
屈
服
を
図
る
方
法
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
豪
州
・
印
度
に
対
し
て
戦
略
及
び
通
商
破
壊

等
の
手
段
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
の
連
鎖
を
遮
断
し
て
そ
の
離
反
を
策
す
。
第
二
に
、
ビ
ル
マ
の
独
立
を
促
進
し
、
そ
の
成
果
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を
利
用
し
て
印
度
の
独
立
を
刺
激
す
る
。
第
三
に
独
伊
は
日
本
に
呼
応
し
て
、
近
東
・
北
ア
フ
リ
カ
・
ス
エ
ズ
に
進
出
し
て
西
ア
ジ

ア
打
通
作
戦
を
展
開
す
る
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
封
鎖
を
強
化
し
、
情
勢
が
許
す
な
ら
ば
イ
ギ
リ
ス
本
土
上
陸
作
戦
を
実
施
す

る
（
（（
（

。
こ
れ
ら
の
う
ち
日
本
が
主
体
的
に
関
わ
れ
る
の
は
第
一
と
第
二
の
方
法
く
ら
い
で
あ
り
、
直
接
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の
は

も
っ
ぱ
ら
ド
イ
ツ
に
依
存
し
て
い
る
形
で
あ
る
。「
腹
案
」
で
は
こ
の
ほ
か
米
豪
間
の
隔
離
を
謳
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
が
関

わ
れ
る
と
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
屈
服
と
は
結
び
つ
か
な
い
方
針
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
直
接
日
本
が
関
わ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
イ
ギ
リ
ス
屈
服
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
の
対
英

戦
争
に
対
し
て
日
本
が
協
力
で
き
る
方
法
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
第
一
に
ド
イ
ツ
の
コ
ー
カ
サ
ス
、
中
東
、
北
ア
フ
リ
カ
方
面

へ
の
進
出
に
呼
応
し
て
、
西
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
方
面
に
共
同
作
戦
を
実
施
し
、
イ
ン
ド
洋
で
の
日
独
伊
三
国
間
の
軍
事
提
携
を
図
り
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
勢
力
圏
を
脅
か
す
。
第
二
に
ド
イ
ツ
の
対
ソ
戦
争
の
負
担
を
軽
減
し
、
そ
の
戦
争
努
力
を
イ
ギ

リ
ス
に
集
中
さ
せ
る
た
め
に
日
本
の
仲
介
に
よ
っ
て
独
ソ
間
の
和
平
を
実
現
す
る
こ
と
。
第
三
に
同
じ
目
的
の
た
め
に
、
ド
イ
ツ
の

要
請
に
応
え
て
、
日
本
が
極
東
ソ
連
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
協
力
方
法
の
中
で
、
日
本
の
対
ソ
参
戦
は
ド
イ
ツ
側

が
一
貫
し
て
日
本
に
要
求
し
て
い
た
。
し
か
し
日
ソ
中
立
関
係
の
維
持
は
南
方
作
戦
の
成
功
の
た
め
に
は
必
須
の
条
件
で
あ
り
、
日

本
は
つ
い
に
応
じ
な
か
っ
た
。
ま
た
第
二
の
独
ソ
和
平
斡
旋
は
、
戦
争
期
間
中
、
陸
海
軍
と
外
務
省
が
追
求
し
た
戦
略
で
あ
っ
た
が
、

ド
イ
ツ
側
は
一
貫
し
て
日
本
に
対
ソ
攻
撃
を
求
め
、
ソ
連
も
対
独
和
平
に
応
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
最
大
の
問
題
は
、
日
本
は
独

ソ
戦
の
特
異
な
性
格
に
つ
い
て
、
つ
い
に
理
解
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る（（（
（

。

　

現
実
の
国
際
情
勢
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
局
の
推
移
は
、
日
本
の
希
望
的
観
測
に
沿
っ
て
動
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
一
九
四

〇
年
秋
に
イ
ギ
リ
ス
本
土
上
陸
を
断
念
、
一
九
四
一
年
六
月
に
一
転
し
て
対
ソ
戦
争
に
突
入
し
た
。
そ
の
対
ソ
戦
争
も
最
初
の
う
ち

は
順
調
に
進
ん
だ
が
、
冬
の
到
来
と
と
も
に
頓
挫
し
た
。
け
れ
ど
も
陸
軍
は
ド
イ
ツ
の
勝
利
に
期
待
を
寄
せ
続
け
た
。
一
九
四
二
年

春
に
は
対
ソ
攻
勢
を
ド
イ
ツ
が
再
開
し
、
ソ
連
つ
い
で
イ
ギ
リ
ス
を
打
倒
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
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さ
て
一
九
四
一
年
一
一
月
五
日
に
裁
可
さ
れ
た
「
南
方
作
戦
陸
海
軍
中
央
協
定
」
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
お
よ
び
英
領
マ
ラ
ヤ
に
対
し
て

同
時
に
急
襲
作
戦
を
実
施
し
、
左
右
二
方
向
か
ら
南
下
し
て
蘭
印
に
至
る
と
い
う
作
戦
が
採
用
さ
れ
た
。
南
方
作
戦
の
目
的
は
、
す

で
に
見
た
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
英
蘭
の
根
拠
地
の
覆
滅
と
占
領
で
あ
り
、
主
要
占
領
地
域
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
グ
ア
ム
、
香

港
、
英
領
マ
ラ
ヤ
、
ビ
ル
マ
、
蘭
領
東
印
度
（
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
セ
レ
ベ
ス
（
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
中
央
協

定
も
そ
の
後
の
作
戦
展
開
に
は
触
れ
て
い
な
い（（（
（

。

　

開
戦
時
の
真
珠
湾
攻
撃
は
、
作
戦
の
投
機
的
な
性
格
の
た
め
に
軍
令
部
は
反
対
し
た
が
、
山
本
五
十
六
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
の
強

い
決
意
で
実
現
し
た
。
ま
た
南
方
作
戦
の
左
翼
側
を
守
る
と
い
う
作
戦
の
意
義
か
ら
陸
軍
も
納
得
し
た
。
結
果
と
し
て
ア
メ
リ
カ
太

平
洋
艦
隊
の
主
力
を
撃
滅
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る（（（
（

。

二　
「
戦
争
指
導
大
綱
」
と
第
二
段
作
戦
を
め
ぐ
る
紛
糾

　

一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
、
日
本
政
府
は
英
米
蘭
に
対
し
て
宣
戦
し
た
。
開
戦
後
百
日
間
の
日
本
軍
の
進
撃
は
瞠
目
す
べ
き
も
の

で
あ
っ
た
。
第
一
段
作
戦
は
順
調
に
進
捗
し
た
。
香
港
は
一
二
月
二
五
日
に
占
領
さ
れ
、
一
九
四
二
年
一
月
三
日
に
は
マ
ニ
ラ
を
占

領
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
二
月
一
五
日
に
陥
落
し
、
ラ
ン
グ
ー
ン
占
領
は
三
月
八
日
、
翌
日
九
日
に
は
ジ
ャ
ワ
を
占
領
し
、
蘭
領
イ
ン

ド
政
府
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
脱
出
し
た
。
一
九
四
二
年
三
月
ま
で
に
南
方
の
資
源
地
帯
は
日
本
が
占
領
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
腹
案
」
は
戦
争
終
結
の
機
会
と
し
て
は
次
の
三
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
示
し
て
い
た
。
そ
の
第
一
は
南
方
作
戦
の
主
要
段
落
。
第

二
は
中
国
に
対
す
る
作
戦
の
主
要
段
落
、
と
く
に
蔣
介
石
政
権
の
屈
服
。
第
三
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
情
勢
変
化
の
好
機
、
独
ソ

戦
の
終
末
、
対
イ
ン
ド
施
策
の
成
功
を
挙
げ
て
い
る（（（
（

。
こ
の
計
画
か
ら
す
れ
ば
、「
腹
案
」
に
想
定
さ
れ
た
第
一
の
戦
争
終
結
の
機

会
が
訪
れ
た
こ
と
に
な
る
。
第
一
段
作
戦
後
の
戦
争
計
画
が
、
大
戦
略
で
あ
る
「
腹
案
」
の
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
作
成
さ
れ
た
の
で
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あ
ろ
う
か
。
別
言
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
要
因
を
重
視
す
る
西
向
き
の
戦
略
方
針
が
貫
徹
さ
れ
た
か
ど
う
か
が
次
の
問
題
と
な
る
。

　

次
期
の
作
戦
計
画
が
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
大
本
営
政
府
連
絡
会
議
は
一
九
四
二
年
三
月
七
日
に
「
今
後
採
る
べ
き
戦
争
指
導

の
大
綱
」
を
決
定
し
た
。「
腹
案
」
は
も
と
も
と
ド
イ
ツ
の
動
向
に
決
定
的
に
左
右
さ
れ
る
性
格
を
有
し
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
が
日

本
の
希
望
に
沿
っ
て
動
く
気
配
す
ら
な
く
、
一
貫
し
て
対
ソ
参
戦
の
み
を
求
め
て
い
た
こ
と
は
、「
腹
案
」
の
戦
争
終
末
構
想
を
破

綻
へ
と
導
い
た
。
緒
戦
の
戦
勝
気
分
の
中
で
作
成
さ
れ
た
「
腹
案
」
を
引
き
継
ぐ
こ
の
大
綱
で
は
イ
ギ
リ
ス
屈
服
の
見
通
し
が
不
透

明
と
な
っ
た
状
況
の
下
で
作
成
さ
れ
た
が
、
開
戦
前
の
「
腹
案
」
と
同
じ
よ
う
に
、
長
期
持
久
戦
略
と
短
期
決
戦
戦
略
が
調
整
さ
れ

ず
、
玉
虫
色
の
決
定
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
英
を
屈
服
し
米
の
戦
意
を
喪
失
せ
し
む
る
た
め
、
引
き
続
き
既
得
の
戦
果
を
拡
充
し

て
長
期
不
敗
の
政
戦
態
勢
を
整
え
つ
つ
、
機
を
見
て
積
極
的
の
方
策
を
講
ず
」
と
矛
盾
す
る
方
針
が
併
記
さ
れ
た
。「
戦
果
の
拡
充
」

と
「
長
期
不
敗
の
態
勢
確
立
」
と
「
積
極
的
方
策
」
の
優
先
順
位
は
調
整
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る（（（
（

。「
具
体
案
よ
り
も
、
と
に
角

作
文
の
辻
褄
を
合
わ
す
こ
と
が
先
決
だ
っ
た
」
と
す
る
回
想
も
あ
る（（（
（

。

　

結
果
と
し
て
西
向
き
の
戦
略
方
針
が
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
緒
戦
の
大
勝
利
に
影
響
さ
れ
て
、

陸
海
軍
と
も
に
勇
ま
し
い
議
論
百
出
と
な
り
、
第
一
段
作
戦
以
降
の
進
出
方
向
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
戦
わ
れ
る
な
か
で
、「
腹

案
」
に
沿
っ
た
厳
格
な
指
導
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
第
二
に
、
日
本
の
西
ア
ジ
ア
方
面
へ
の
攻
勢
の
ア
イ
デ
ア
は

一
九
四
二
年
春
の
ド
イ
ツ
・
ア
フ
リ
カ
軍
団
の
ス
エ
ズ
・
エ
ジ
プ
ト
方
面
へ
の
攻
勢
の
進
捗
に
よ
っ
て
、「
黄
金
の
機
会
」
に
恵
ま

れ
た
か
に
見
え
た
が
、
ソ
連
と
死
闘
を
繰
り
返
し
て
い
る
ド
イ
ツ
は
、
日
本
の
対
ソ
参
戦
を
要
求
す
る
こ
と
に
終
始
し
、
日
本
は
あ

く
ま
で
対
ソ
関
係
の
現
状
維
持
を
望
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

第
一
段
作
戦
以
降
の
作
戦
を
検
討
し
た
海
軍
は
、
一
九
四
二
年
四
月
一
五
日
、
第
二
段
作
戦
を
決
定
し
た
。
こ
の
作
戦
計
画
は
、

山
本
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
の
強
い
意
向
に
よ
っ
て
、
積
極
的
な
攻
勢
作
戦
の
考
え
方
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
他
方
陸
軍
に
あ
っ
て
は

様
々
な
論
議
や
発
想
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ジ
ャ
ワ
の
占
領
に
よ
っ
て
、
日
本
の
南
方
作
戦
の
戦
略
目
的
は
達
成
さ
れ
、
基
本
的
に
は
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こ
れ
以
降
、
長
期
持
久
態
勢
の
確
立
を
目
的
と
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。

　

海
軍
の
作
戦
計
画
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
に
イ
ン
ド
洋
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
を
撃
滅
し
、
ま
た
ド
イ
ツ
・
イ

タ
リ
ア
の
西
ア
ジ
ア
作
戦
に
呼
応
し
て
、
セ
イ
ロ
ン
を
攻
略
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
ド
間
の
連
絡
を
遮
断
し
て
、
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ

ア
と
の
連
携
を
確
保
す
る
。
第
二
に
、
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
・
サ
モ
ア
諸
島
・
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
島
を
攻
略
し
て
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
間
の
海
上
交
通
路
、
航
空
路
を
遮
断
し
（
Ｆ
Ｓ
作
戦
と
呼
称
（、
で
き
れ
ば
将
来
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
攻
略
を
企
図
す
る
。

第
三
に
、
敵
の
日
本
本
土
奇
襲
を
困
難
に
す
る
た
め
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
を
攻
略
し
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
作
戦
基
地
を
破
壊
ま

た
は
攻
略
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
作
戦
企
図
を
封
止
す
る
。
第
四
に
、
ハ
ワ
イ
の
外
郭
要
地
（
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
島
、
パ
ル
ミ
ラ
島
な
ど
（

を
攻
略
し
、
ア
メ
リ
カ
艦
隊
に
決
戦
を
強
要
す
る
。
状
況
が
許
せ
ば
、
陸
軍
と
協
力
し
て
ハ
ワ
イ
を
攻
略
す
る
こ
と
が
あ
る（（（
（

。

　

海
軍
の
作
戦
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
の
軍
令
部
と
、
緒
戦
の
大
勝
利
に
勢
い
づ
い
た
聯
合
艦
隊
司
令
部
の
間
で
は
、
充
分
な

意
思
疎
通
が
な
く（（（
（

、
ま
た
聯
合
艦
隊
司
令
部
も
山
本
長
官
と
司
令
部
幕
僚
と
の
間
で
、
必
ず
し
も
思
想
が
統
一
さ
れ
て
い
る
と
は
言

え
な
か
っ
た
。
軍
令
部
は
ア
メ
リ
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
絡
線
の
遮
断
を
め
ざ
す
、
フ
ィ
ジ
ー
・
サ
モ
ア
作
戦
を
主
張
し
、
聯

合
艦
隊
司
令
部
は
、
大
戦
略
は
西
方
に
あ
る
と
考
え
る
宇
垣
纏
参
謀
長
以
下
の
参
謀
が
セ
イ
ロ
ン
島
攻
略
・
イ
ン
ド
洋
作
戦
を
検
討

す
る
一
方
、
他
方
で
は
太
平
洋
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
撃
滅
を
追
求
す
る
計
画
を
練
っ
た（（（
（

。
軍
令
部
は
対
米
正
面
に
関
心
が
強

く
、
セ
イ
ロ
ン
攻
略
に
は
反
対
で
は
な
い
も
の
の
、
強
い
支
持
も
し
て
い
な
か
っ
た（（（
（

。

　

山
本
長
官
は
、
一
九
四
二
年
四
月
末
に
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。「
長
期
持
久
、
守
勢
を
と
る
こ
と
は
聯
合
艦
隊
長
官
と
し

て
は
で
き
ぬ
。
海
軍
は
必
ず
一
方
に
攻
勢
を
と
り
敵
に
手
痛
い
打
撃
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。
敵
の
軍
備
力
は
我
の
五
な
い
し
十
倍

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
次
々
に
敵
の
痛
い
と
こ
ろ
に
向
か
っ
て
猛
烈
な
攻
撃
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
」。「
既
成
の
一
勝
に
安
ん

じ
て
、
我
が
不
敗
態
勢
成
る
な
ど
考
ふ
る
は
痴
愚
に
等
し
」（（（
（

。

　

陸
軍
は
、「
腹
案
」
の
大
戦
略
を
無
視
す
る
か
の
よ
う
な
海
軍
の
積
極
主
義
、
こ
と
に
東
向
き
の
対
米
作
戦
に
は
当
惑
し
た
。
田
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中
新
一
参
謀
本
部
作
戦
部
長
は
、
こ
の
こ
ろ
業
務
メ
モ
に
し
ば
し
ば
、「
戦
争
指
導
は
恐
る
べ
き
転
換
を
来
す
か
も
知
れ
な
い
」
と

か
、
あ
る
い
は
「
海
軍
の
太
平
洋
攻
勢
作
戦
が
戦
争
指
導
の
主
催
者
に
な
る
」
と
の
懸
念
を
記
し
て
い
る（（（
（

。

　

そ
れ
で
は
陸
軍
の
方
針
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
田
中
作
戦
部
長
は
、
一
九
四
一
年
一
二
月
終
わ
り
に
、
次
期
作
戦
の
目

標
を
、（
一
（
日
ソ
戦
（
シ
ベ
リ
ア
攻
勢
（、（
二
（
日
支
戦
（
重
慶
作
戦
（、（
三
（
イ
ン
ド
攻
略
戦
、（
四
（
イ
ン
ド
洋
日
英
戦
（
セ
イ

ロ
ン
攻
略
な
ど
（、（
五
（
西
亜
（
西
ア
ジ
ア
（
作
戦
と
メ
モ
し
て
い
た
。
西
ア
ジ
ア
と
は
ペ
ル
シ
ャ
、
イ
ラ
ク
、
ア
ラ
ビ
ア
あ
た
り

を
さ
す
の
で
、
北
ア
フ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
軍
の
エ
ジ
プ
ト
進
攻
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る（（（
（

。
こ
の
目
標
の
う
ち

（
三
（（
四
（（
五
（
は
い
ず
れ
も
イ
ギ
リ
ス
打
倒
を
優
先
す
る
「
腹
案
」
に
忠
実
な
目
標
で
あ
っ
た
。
し
か
し
田
中
作
戦
部
長
が

も
っ
と
も
重
視
し
て
い
た
の
は
、
一
九
四
二
年
の
春
以
降
の
満
洲
に
お
け
る
対
ソ
開
戦
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る（（（
（

。

　

陸
軍
は
結
局
、
満
洲
に
お
け
る
対
ソ
戦
の
敢
行
を
視
野
に
入
れ
て
、
一
九
四
二
年
一
月
か
ら
開
始
し
た
ビ
ル
マ
攻
略
作
戦
を
進
め

る
中
で
、
イ
ン
ド
洋
進
出
は
時
期
尚
早
と
し
て
同
意
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
の
中
東
進
出
は
早
期
に
は
あ
り
得
な
い
と
判
断

し
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
陸
軍
は
南
方
資
源
地
帯
の
占
領
の
後
、
長
期
持
久
戦
の
態
勢
に
入
る
と
い
う
基
本
的

方
針
は
、
第
一
段
作
戦
の
想
像
以
上
の
成
功
に
よ
る
揺
ら
ぎ
は
あ
っ
た
も
の
の
、
一
貫
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
事
情
か
ら
実
際
の
イ
ン
ド
洋
作
戦
は
限
定
的
な
も
の
と
な
り
、
日
本
海
軍
は
一
九
四
二
年
四
月
に
強
力
な
二
つ
の
任
務

部
隊
を
ベ
ン
ガ
ル
湾
に
投
入
し
、
セ
イ
ロ
ン
島
の
攻
撃
を
行
っ
た
が
、
そ
の
攻
略
は
行
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
後
、
イ
ン
ド
洋
の
作
戦

は
、
一
〇
隻
に
満
た
な
い
潜
水
艦
が
ド
イ
ツ
潜
水
艦
と
と
も
に
、
海
上
交
通
破
壊
戦
に
従
事
す
る
の
み
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

海
軍
の
第
二
段
作
戦
に
お
け
る
衝
撃
的
な
失
敗
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
に
お
け
る
敗
北
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
空
母
を
全
滅
さ
せ

よ
う
と
し
た
作
戦
で
、
逆
に
日
本
の
空
母
群
が
壊
滅
的
な
損
害
を
被
っ
た
。
山
本
は
、
ハ
ワ
イ
の
攻
略
に
よ
っ
て
戦
争
終
結
の
機
会

を
つ
か
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
海
軍
は
米
・
英
艦
隊
に
連
戦
連
勝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山

本
の
連
続
決
戦
構
想
は
、
早
く
も
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
で
挫
折
し
た
。
も
ち
ろ
ん
南
方
の
資
源
地
帯
を
防
衛
し
て
、
ド
イ
ツ
の
勝
利
を
待



（0

法学研究 89 巻 2 号（2016：2）

つ
と
い
う
陸
軍
の
戦
争
計
画
の
考
え
方
も
、
勝
算
は
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
山
本
の
構
想
も
ま
た
非
現
実
的
な
も
の
で

あ
っ
た（（（
（

。

　

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
作
戦
が
失
敗
し
た
後
、
海
軍
は
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
軍
の
北
ア
フ
リ
カ
作
戦
の
進
捗
に
呼
応
し
て
、
再
編
し
た
聯

合
艦
隊
を
投
入
す
る
イ
ン
ド
洋
作
戦
を
決
定
し
た
。
こ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
の
反
攻
が
一
九
四
三
年
以
降
で
あ
る
と
の
判
断
が
影
響
し

て
い
る
。
田
中
作
戦
部
長
も
、
六
月
二
一
日
ト
ブ
ル
ク
陥
落
を
受
け
て
二
六
日
、
セ
イ
ロ
ン
島
の
攻
略
を
東
條
首
相
に
進
言
し
て
い

る
（
（（
（

。
七
月
一
一
日
、
永
野
軍
令
部
総
長
は
海
軍
の
作
戦
の
変
更
に
つ
い
て
上
奏
し
た（（（
（

。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
北
ア
フ
リ
カ
攻
勢
と
大
西

洋
で
の
交
通
破
壊
戦
の
戦
果
を
期
待
し
、
作
戦
の
重
点
を
イ
ン
ド
洋
に
移
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
中
東
地
域
を
ド
イ

ツ
・
イ
タ
リ
ア
と
と
も
に
挟
み
撃
ち
に
し
、
あ
わ
せ
て
輸
送
船
舶
の
打
撃
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
を
崩
壊
に
追
い
込
む
と
い
う
構
想
で

あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
戦
果
頼
み
の
構
図
に
変
化
は
な
い
が
、
こ
こ
で
作
戦
方
針
は
再
び
「
腹
案
」
以
来
の
西
方
重
視
に
立
ち
返
っ
た

の
で
あ
る
。
海
軍
の
作
戦
計
画
は
、
セ
イ
ロ
ン
島
か
ら
チ
ャ
ゴ
ス
島
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
付
近
に
至
る
イ
ン
ド
洋
海
域
を
潜
水
艦
と

主
力
艦
隊
に
よ
っ
て
制
圧
す
る
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

ま
た
こ
の
上
奏
に
お
い
て
、
永
野
軍
令
部
総
長
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
作
戦
後
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
、
Ｆ
Ｓ
作
戦
の
中
止
を

報
告
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
大
綱
」
に
お
い
て
併
記
さ
れ
た
戦
果
の
拡
充
の
勢
い
も
あ
り
、
海
軍
は
米
豪
遮
断
を
前
提
と

し
た
準
備
を
進
め
て
い
た
。
内
南
洋
の
艦
隊
根
拠
地
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
を
防
衛
す
る
た
め
に
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
の
ラ
バ
ウ
ル
に
基
地

航
空
部
隊
の
主
力
を
集
中
、
さ
ら
に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
に
航
空
基
地
を
建
設
し
つ
つ
あ
っ
た
。
軍
令
部
は
Ｆ
Ｓ
作
戦

の
中
止
を
決
定
し
、
イ
ン
ド
洋
作
戦
に
大
き
く
発
想
を
転
換
し
た
が
、
Ｆ
Ｓ
作
戦
に
関
連
し
た
支
作
戦
は
続
行
さ
せ
て
い
た
。
こ
の

不
用
意
な
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
進
出
が
、
重
大
な
蹉
跌
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

　

聯
合
艦
隊
は
イ
ン
ド
洋
作
戦
に
備
え
て
、
艦
隊
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
集
結
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
八
月
七
日
、
ア
メ
リ
カ
第
一
海
兵

師
団
が
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
上
陸
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
海
軍
は
即
座
に
激
烈
に
反
応
し
、
聯
合
艦
隊
の
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
ア
メ
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リ
カ
の
攻
勢
に
対
抗
す
る
こ
と
に
な
り
、
東
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
海
域
に
お
い
て
、
激
烈
な
消
耗
戦
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る（（（
（

。
ソ
ロ
モ

ン
方
面
の
戦
争
の
激
化
は
、
イ
ン
ド
洋
作
戦
に
と
ど
ま
ら
ず
、
対
ソ
、
対
重
慶
な
ど
西
向
き
の
攻
勢
作
戦
を
一
九
四
二
年
末
ま
で
に

す
べ
て
取
り
や
め
ざ
る
を
得
な
い
事
態
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

三　

イ
ギ
リ
ス
と
イ
ン
ド
洋

　

イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
と
っ
て
の
イ
ン
ド
洋
防
衛
の
重
要
性
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
省
作
戦
部
長
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ

ラ
ー
ド
提
督
（A

dm
iral George A

. Ballard

（
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
。「
帝
国
の
現
在
の
構
造
あ
る
い
は
組
織

に
つ
い
て
い
え
ば
、
帝
国
は
イ
ギ
リ
ス
諸
島
を
含
む
西
洋
部
分
と
東
洋
部
分
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
商
業
上
も
戦
略

上
も
イ
ン
ド
洋
を
通
る
帝
国
の
連
絡
線
（the Im

perial lines of com
m

unication

（
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
お
り
、
帝
国
全
体
は
同

じ
イ
ン
ド
洋
の
貿
易
路
に
よ
っ
て
東
方
に
広
が
る
異
国
の
地
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
連
絡
線
が
遮
断
さ
れ
れ
ば
、

…
…
確
実
に
帝
国
の
東
西
は
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。」（（（
（

こ
れ
を
要
す
る
に
イ
ン
ド
洋
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
一
体
性

を
維
持
す
る
た
め
の
扇
の
要
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
第
二
次
世
界
大
戦

に
お
い
て
イ
ン
ド
洋
を
中
心
と
す
る
枢
軸
国
の
戦
争
協
力
は
常
に
懸
念
の
対
象
と
な
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
初
期
に
お
い
て
、
イ
タ
リ
ア
海
軍
や
ド
イ
ツ
海
軍
が
直
ち
に
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
脅
威

を
構
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
紅
海
に
面
す
る
エ
リ
ト
リ
ア
の
マ
ッ
サ
ワ
港
、
イ
ン
ド
洋
に
面
す
る
ソ
マ
リ
ア
の
モ
ガ

デ
シ
ュ
港
は
い
ず
れ
も
イ
タ
リ
ア
の
領
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
後
者
は
一
九
四
一
年
二
月
二
五
日
に
ケ
ニ
ア
か
ら
の
イ
ギ
リ

ス
軍
部
隊
に
よ
っ
て
、
前
者
は
四
月
八
日
に
ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
部
隊
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
。
さ
ら
に
英
領
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
の
ベ
ル

ベ
ラ
は
一
九
四
〇
年
八
月
以
来
イ
タ
リ
ア
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
一
年
三
月
一
六
日
に
ア
デ
ン
を
発
し
た
イ
ギ
リ
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ス
軍
部
隊
が
水
陸
両
用
作
戦
に
よ
っ
て
奪
回
し
た（（（
（

。
こ
れ
ら
の
戦
役
に
は
、
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
海
軍
根
拠
地
を
枢
軸
国
が
使
用
す

る
可
能
性
を
あ
ら
か
じ
め
排
除
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
イ
ギ
リ
ス
が
エ
ジ
プ
ト
を
保
持
し
て
い
る
限
り
、
イ
タ
リ
ア
海
軍

が
イ
ン
ド
洋
に
進
出
す
る
蓋
然
性
は
限
り
な
く
低
か
っ
た
。

　

日
本
と
ド
イ
ツ
が
連
合
し
た
戦
争
を
遂
行
す
る
可
能
性
は
、
日
本
の
真
珠
湾
攻
撃
の
後
、
ド
イ
ツ
が
対
米
参
戦
を
な
し
た
時
点
で

も
っ
と
も
高
ま
っ
た
。
し
か
し
ヒ
ト
ラ
ー
の
対
米
参
戦
は
日
本
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
本
質
的
に
は
米
独
関
係
の
悪

化
が
原
因
で
あ
り（（（
（

、
し
た
が
っ
て
日
独
間
に
高
度
な
戦
略
レ
ベ
ル
の
協
力
関
係
を
導
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
枢
軸
国
が
連
合
し
た
戦
争
努
力
を
実
行
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
唯
一
の
戦
域
は
イ
ン
ド
洋
で
あ
り
、
ド
イ
ツ

が
中
東
に
対
し
て
圧
力
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
イ
ン
ド
お
よ
び
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
攻
撃
行
動
を
相
互
に
支
援
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
独
ソ
戦
開
戦
以
前
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
ト
ル
コ
へ
の
進
出
・
領
内
通
過

に
よ
っ
て
、
独
ソ
戦
開
戦
後
に
あ
っ
て
は
ド
イ
ツ
の
コ
ー
カ
サ
ス
進
出
に
よ
っ
て
、
日
独
双
方
か
ら
圧
力
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
イ

ギ
リ
ス
は
恐
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
懸
念
は
イ
ラ
ク
と
ヴ
ィ
シ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
が
影
響
力
を
有
す
る
シ
リ
ア
へ
の
ド
イ
ツ
の
工
作
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
懸

念
を
増
幅
さ
せ
、
一
九
四
一
年
夏
の
イ
ラ
ク
と
シ
リ
ア
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
進
攻
に
繋
が
っ
た
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
の
ト
ル
コ
進
攻

も
実
現
し
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
そ
れ
を
実
行
し
な
か
っ
た
し
、
仮
に
実
行
し
た
場
合
に
は
ト
ル
コ
の
激
烈
な
抵
抗
を
招
い
た
と
思

わ
れ
る
。
ト
ル
コ
に
領
内
通
過
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
は
さ
ら
に
難
し
か
っ
た
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
一
九
四
二
年
終
わ
り
の
バ
ク
ー
近
辺
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
油
田
に
対
す
る
ド
イ
ツ
軍
の
攻
撃
計
画
は
、
ソ

連
の
抵
抗
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
へ
の
執
着
に
よ
っ
て
潰
え
た
。
一
九
四
二
年
八
月
末
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ソ
連
は

イ
ラ
ン
の
占
領
に
着
手
し
て
お
り
九
月
一
七
日
に
テ
ヘ
ラ
ン
は
占
領
さ
れ
た
。
イ
ラ
ン
は
ソ
連
に
対
す
る
武
器
貸
与
物
資
の
重
要
な

輸
送
路
と
な
り
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
が
コ
ー
カ
サ
ス
や
中
東
に
進
攻
し
て
き
た
場
合
の
英
領
イ
ン
ド
防
衛
の
た
め
の
充
分
な
縦
深
を
提
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供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
の
イ
ン
ド
洋
に
対
す
る
脅
威
は
、
直
接
的
に
は
エ
ジ
プ
ト
方
面
か
ら
来
て
い
た
。
一
九
四
一
年
ド
イ
ツ
は
リ
ビ
ア
の
イ
ギ

リ
ス
軍
を
排
除
し
た
。
一
一
月
に
は
再
び
奪
い
返
さ
れ
た
が
、
一
九
四
二
年
は
じ
め
に
は
再
度
攻
勢
を
と
っ
て
い
た
。
同
年
六
月
二

〇
日
エ
ジ
プ
ト
の
前
哨
防
衛
拠
点
で
あ
る
ト
ブ
ル
ク
が
陥
落
し
、
ロ
ン
メ
ル
指
揮
下
の
ド
イ
ツ
・
ア
フ
リ
カ
軍
団
は
エ
ジ
プ
ト
に

入
っ
た
。
し
か
し
七
月
お
よ
び
九
月
に
お
け
る
ロ
ン
メ
ル
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
と
ス
エ
ズ
運
河
へ
の
前
進
を
め
ざ
す
攻
撃
は
イ
ギ

リ
ス
に
阻
止
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
軍
の
進
撃
は
重
大
な
圧
力
と
危
機
感
を
生
み
出
し
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
イ
ギ
リ
ス
地
中
海
艦

隊
の
退
避
を
導
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
ド
イ
ツ
の
攻
撃
は
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
イ
ン
ド
洋
に
対
す
る
脅
威
は
日
本
か
ら
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
洋
は
連
合
国
の
戦
争
努
力
に
様
々

な
側
面
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
中
東
が
産
出
す
る
石
油
は
ま
ず
イ
ン
ド
洋
を
経
由
し
て
運
搬
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
ソ
連
と
中
国
に

対
す
る
援
助
物
資
は
イ
ン
ド
洋
を
通
っ
て
輸
送
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
意
味
で
イ
ン
ド
洋
は
エ
ジ
プ
ト
、
中
東
防
衛
の
中
心
で
あ
り
、

イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
軍
の
展
開
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
戦
争
努
力
の
連
結
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

四　

日
英
戦
争

　

戦
間
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
極
東
防
衛
構
想
は
、
日
本
の
武
力
進
出
に
対
抗
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
確
保
す
る
こ
と
と
、
日
英

戦
勃
発
の
場
合
、
有
力
な
艦
隊
を
極
東
に
派
遣
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

日
本
の
攻
撃
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
脆
弱
性
は
、
戦
前
の
軍
事
計
画
に
お
い
て
大
き
な
主
題
で
あ
り
、
実
際
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
大
規
模
な
海
軍
根
拠
地
を
建
設
す
る
計
画
が
練
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
省
の
一
九
一
九
年
の
あ
る
覚
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍

が
極
東
に
お
い
て
日
本
の
艦
隊
に
対
し
て
す
で
に
劣
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
警
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
根
拠
地
と
し
て
香
港
は
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脆
弱
で
あ
る
の
で
、
代
わ
り
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
基
地
を
開
発
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
そ
れ
は
危
険
な
く
増
援
を
行
う

た
め
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
充
分
に
日
本
か
ら
遠
距
離
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（（（
（

。

　

一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
は
イ
ギ
リ
ス
は
対
日
戦
争
時
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
大
規
模
な
艦
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た（（（
（

。

し
か
し
、
一
九
四
〇
年
に
至
っ
て
海
軍
に
関
す
る
状
況
は
極
端
に
悪
化
し
た
。
ド
イ
ツ
が
フ
ラ
ン
ス
を
打
倒
し
た
た
め
フ
ラ
ン
ス
艦

隊
が
連
合
国
か
ら
脱
落
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
脆
弱
性
が
増
大
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
は
イ
タ
リ
ア
の
参
戦
に
よ
っ
て
さ
ら
に
悪
化
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
参
戦
は
イ
ギ
リ
ス
の
地
中
海
に
お
け
る
立
場
を
脅
か
し
た
。
ド
イ
ツ
に
征
服
さ
れ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
に
潜
水

艦
の
た
め
の
前
進
基
地
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
西
洋
に
お
け
る
補
給
路
を
第
一
次
世
界
大
戦
時
以
上
に
危
険
に
さ

ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
地
中
海
と
大
西
洋
で
大
き
な
損
害
を
被
っ
た
。
こ
う
し
た
情
勢

に
あ
っ
て
、
海
軍
軍
令
部
長
が
一
九
四
一
年
九
月
、
な
ぜ
極
東
に
増
援
で
き
な
い
の
か
を
説
明
す
る
際
、
巡
洋
艦
の
不
足
を
訴
え
、

「
駆
逐
艦
に
関
す
る
状
況
も
同
様
に
芳
し
く
な
い
」
と
付
け
加
え
た
こ
と
は
け
だ
し
当
然
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

ド
イ
ツ
を
懸
念
す
る
あ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
西
太
平
洋
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
艦
隊
が
マ
ラ
ヤ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
防
衛
に
役
立
つ

と
い
う
希
望
を
誤
っ
て
抱
い
て
お
り
、
同
時
に
日
本
の
航
空
戦
力
に
直
面
し
た
み
ず
か
ら
の
海
軍
部
隊
の
運
用
に
つ
い
て
深
刻
な
誤

り
を
犯
し
た
。
強
力
だ
が
空
母
を
伴
わ
な
い
艦
隊
を
日
本
の
マ
ラ
ヤ
上
陸
に
対
応
す
る
た
め
に
派
遣
し
た
が
、
一
二
月
一
〇
日
、
日

本
海
軍
の
基
地
航
空
部
隊
に
よ
っ
て
、
戦
艦
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
巡
洋
戦
艦
レ
パ
ル
ス
が
撃
沈
さ
れ
た
。
こ
の
海
戦

は
戦
艦
ク
ラ
ス
の
艦
艇
が
海
上
に
お
い
て
航
空
攻
撃
の
み
で
撃
沈
さ
れ
た
最
初
の
例
と
な
り
、
こ
の
損
失
は
航
空
掩
護
の
な
い
主
力

艦
の
航
空
攻
撃
に
対
す
る
脆
弱
性
を
示
し
た（（（
（

。

　

同
海
域
に
あ
っ
た
他
の
イ
ギ
リ
ス
艦
艇
は
そ
の
後
新
編
さ
れ
た
米
英
蘭
濠
部
隊
（A

BD
A

 Com
m

and

（
に
配
属
さ
れ
た
が
、
優

勢
な
日
本
海
軍
に
抗
す
べ
く
も
な
く
、
一
九
四
二
年
二
月
二
七
日
─
三
月
一
日
の
ジ
ャ
ワ
海
に
お
け
る
海
戦
で
英
重
巡
エ
グ
ゼ
タ
ー
、

濠
軽
巡
パ
ー
ス
が
失
わ
れ
た
。
残
余
の
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
は
そ
の
後
イ
ン
ド
洋
に
後
退
、
コ
ロ
ン
ボ
で
新
編
さ
れ
た
サ
マ
ヴ
ィ
ル
英
海
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軍
大
将
（A

dm
iral Jam

es Som
erville

（
指
揮
下
の
東
方
艦
隊
に
配
属
さ
れ
た（（（
（

。

　

そ
の
後
二
月
一
五
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
陥
落
し
、
続
い
て
三
月
八
日
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
も
陥
落
し
た
。
マ
ラ
ヤ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ス
マ
ト
ラ
と
ビ
ル
マ
の
征
服
に
よ
っ
て
、
日
本
は
イ
ン
ド
洋
地
域
へ
の
進
出
の
た
め
の
良
好
な
拠
点
を
獲
得
し
た
。
イ
ン

ド
洋
地
域
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
撤
退
し
た
ア
ン
ダ
マ
ン
諸
島
と
ニ
コ
バ
ル
諸
島
は
日
本
軍
が
三
月
に
占
領
し
た
。

　

サ
マ
ヴ
ィ
ル
大
将
が
東
方
艦
隊
に
着
任
し
た
と
き
、
指
揮
下
に
あ
っ
た
兵
力
は
艦
隊
空
母
二
隻
、
軽
空
母
一
隻
、
戦
艦
五
隻
、
重

巡
二
隻
、
軽
巡
五
隻
、
駆
逐
艦
一
六
隻
、
潜
水
艦
七
隻
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
見
強
力
に
み
え
る
艦
隊
も
、
空
母
艦
載
機
は
攻
撃
機

五
七
、
戦
闘
機
三
六
を
有
す
る
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
戦
艦
は
い
ず
れ
も
艦
齢
二
〇
年
を
超
え
る
老
朽
艦
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

こ
の
兵
力
に
対
し
、
日
本
海
軍
は
一
九
四
二
年
四
月
、
強
力
な
二
つ
の
任
務
部
隊
（
南
方
部
隊
機
動
部
隊
と
馬
来
部
隊
機
動
部
隊
（

を
ベ
ン
ガ
ル
湾
に
投
入
し
、
こ
の
う
ち
南
雲
部
隊
は
セ
イ
ロ
ン
島
を
攻
撃
、
英
重
巡
二
隻
を
撃
沈
し
、
引
き
続
き
空
母
ハ
ー
メ
ス
を

沈
め
た
。
他
方
小
沢
部
隊
は
ベ
ン
ガ
ル
湾
北
部
で
四
月
五
日
か
ら
九
日
の
間
、
二
三
隻
一
一
万
二
三
一
二
ト
ン
の
商
船
を
沈
め
て
い

た
。
さ
ら
に
イ
ン
ド
西
海
岸
で
の
日
本
潜
水
艦
の
作
戦
に
よ
り
、
四
月
一
日
か
ら
一
〇
日
の
間
に
五
隻
三
万
二
四
〇
四
ト
ン
の
商
船

が
撃
沈
さ
れ
た
。
こ
の
状
況
は
、
イ
ン
ド
洋
の
制
海
権
の
喪
失
が
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た（（（
（

。

　

四
月
七
日
イ
ギ
リ
ス
海
軍
省
は
、
か
か
る
状
況
下
で
は
「
Ｒ
級
戦
艦
は
資
産
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
負
債
で
あ
る
」
と
し
て
、
サ

マ
ヴ
ィ
ル
大
将
に
対
し
、
戦
艦
を
ア
フ
リ
カ
に
後
退
さ
せ
る
こ
と
を
彼
の
判
断
に
委
ね
た
。
翌
日
サ
マ
ヴ
ィ
ル
は
低
速
部
隊
を
東
ア

フ
リ
カ
の
キ
リ
ン
ジ
ニ
に
引
揚
げ
、
付
近
の
船
団
航
路
の
警
戒
に
従
事
さ
せ
、
高
速
部
隊
は
イ
ン
ド
洋
に
と
ど
め
て
敵
快
速
艦
艇
に

備
え
る
こ
と
に
決
し
た（（（
（

。

　

こ
う
し
た
イ
ン
ド
洋
の
危
機
に
直
面
し
た
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
は
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
対
し
、
四
月
七
日
と
一
五
日
の
二
回

に
わ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
が
「
イ
ン
ド
洋
に
あ
る
日
本
海
軍
部
隊
を
太
平
洋
に
引
き
戻
す
よ
う
な
性
格
」
の
攻
撃
行
動
を

と
る
こ
と
を
懇
請
し
て
い
る（（（
（

。
そ
の
中
で
チ
ャ
ー
チ
ル
は
イ
ン
ド
洋
に
あ
る
英
艦
艇
は
近
代
化
さ
れ
た
日
本
艦
艇
に
対
抗
し
得
な
い
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と
率
直
に
告
白
し
て
い
る
。
さ
ら
に
イ
ン
ド
洋
情
勢
を
展
望
し
て
、
予
想
さ
れ
る
結
果
と
し
て
セ
イ
ロ
ン
の
喪
失
、
東
部
イ
ン
ド
に

対
す
る
日
本
の
進
攻
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
現
実
化
し
た
場
合
、
カ
ル
カ
ッ
タ
と
ビ
ル
マ
を
通
じ
る
中
国
と
の
接
触
を
す

べ
て
失
う
と
予
測
し
、
連
合
軍
が
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
海
軍
戦
力
を
再
建
し
得
ぬ
間
に
、
日
本
が
イ
ン
ド
洋
西
部
で
優
位
に
立
っ
た

場
合
に
は
、
中
東
に
お
い
て
連
合
国
側
が
占
め
て
い
る
地
位
は
全
面
的
に
崩
壊
す
る
と
警
告
し
て
い
た
。
そ
し
て
チ
ャ
ー
チ
ル
は
日

本
海
軍
を
太
平
洋
に
引
き
戻
す
作
戦
が
不
可
能
で
あ
る
な
ら
、
米
艦
隊
の
一
部
を
イ
ン
ド
洋
に
回
航
す
る
こ
と
を
希
望
し
た（（（
（

。

　

こ
の
後
、
太
平
洋
に
お
け
る
戦
局
は
、
四
月
八
日
の
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
に
よ
る
東
京
空
襲
、
五
月
の
珊
瑚
海
海
戦
、
六
月
の
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
海
戦
と
め
ま
ぐ
る
し
く
展
開
す
る
。
四
月
初
旬
、
イ
ギ
リ
ス
三
軍
幕
僚
長
委
員
会
は
事
態
の
深
刻
さ
に
戦
慄
し
て
い
た
。
帝

国
参
謀
総
長
の
ア
ラ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
（A

lan Brooke

（
大
将
は
、
四
月
六
日
と
翌
日
の
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
幕
僚

長
委
員
会
に
出
席
し
、
私
は
日
本
の
艦
隊
の
大
半
が
イ
ン
ド
洋
に
現
れ
、
東
方
艦
隊
が
西
方
へ
後
退
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

た
。
今
に
至
る
ま
で
変
化
の
兆
し
は
な
い
。
私
は
イ
ン
ド
洋
で
我
々
が
弱
体
で
あ
る
こ
の
状
況
を
好
ま
な
い
。
我
々
が
お
か
れ
て
い

る
非
常
な
困
難
を
緩
和
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
日
本
に
対
す
る
対
抗
行
動
を
行
わ
せ
る
よ
う
、
私
は
海
軍
軍
令
部
長
に
言
い
続

け
て
い
る
が
、
彼
は
今
に
至
る
ま
で
そ
れ
に
成
功
し
て
い
な
い
。」「
我
々
は
日
本
の
艦
隊
の
イ
ン
ド
洋
に
対
す
る
侵
入
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
不
愉
快
な
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
私
が
恐
れ
続
け
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
軍
令
部
長
が
先
週

ほ
ぼ
忙
殺
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
ヴ
ェ
ル
（A

rchibald W
avell

〔
イ
ン
ド
駐
留
軍
司
令
官
〕（
か
ら
の
航
空
支
援
を
求
め
る
気

も
狂
わ
ん
ば
か
り
の
要
請
が
き
て
い
る
が
、
ポ
ー
タ
ル
（Charles Portal

〔
空
軍
参
謀
総
長
〕（
に
よ
れ
ば
、
こ
の
要
請
に
は
ほ
と
ん

ど
応
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
帝
国
が
こ
の
よ
う
な
危
険
な
状
況
に
お
か
れ
た
こ
と
は
歴
史
上
一
度
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
私

は
思
う
。」「
幕
僚
長
委
員
会
の
会
合
で
は
、
い
つ
も
主
要
な
問
題
は
イ
ン
ド
を
日
本
か
ら
救
う
こ
と
で
あ
る
。
制
海
権
と
制
空
権
の

喪
失
と
い
う
暗
い
見
通
し
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。」（（（
（



（（

イギリスのインド洋戦略と日米戦争

お
わ
り
に

　

も
し
日
本
が
イ
ン
ド
洋
に
お
い
て
恒
常
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
保
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
地
位
の
み
な

ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
石
油
輸
送
に
対
し
て
ペ
ル
シ
ャ
湾
か
ら
圧
力
を
か
け
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
連
絡
路
を
脅
か
す
こ
と
で
イ
ギ

リ
ス
の
中
東
に
お
け
る
立
場
に
も
脅
威
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
四
二
年
三
月
ま
で
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
二
個
師

団
相
当
の
戦
力
で
セ
イ
ロ
ン
島
の
防
備
を
拡
充
し
た
こ
と
が
、
こ
の
脅
威
に
対
す
る
対
応
で
あ
っ
た
。

　

ポ
ー
ル
・
ケ
ネ
デ
ィ
教
授
は
、
一
九
四
二
年
春
に
日
本
が
セ
イ
ロ
ン
を
攻
略
し
、
そ
こ
か
ら
空
母
に
よ
る
イ
ン
ド
洋
作
戦
を
実
行

し
た
場
合
に
は
、
決
定
的
な
効
果
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
作
戦
は
イ
ン
ド
を
孤
立
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
と
エ
ジ
プ
ト
へ
の
交
通
線
を
阻
止
し
、
後
者
は
ア
ラ
メ
イ
ン
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
戦
力
増
強
を
阻
止
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
戦
争
の
こ
の
段
階
で
は
中
東
に
お
い
て
あ
る
種
の
日
独
の
合
流
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
荒
唐
無
稽
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
論
じ
て
い
る（（（
（

。

　

日
本
の
イ
ン
ド
洋
作
戦
は
サ
マ
ヴ
ィ
ル
提
督
に
ペ
ル
シ
ャ
湾
か
ら
航
行
し
て
く
る
タ
ン
カ
ー
や
ペ
ル
シ
ャ
湾
と
紅
海
か
ら
東
ア
フ

リ
カ
沖
を
通
過
し
て
喜
望
峰
へ
と
至
る
航
路
と
ア
ラ
ビ
ア
海
の
防
衛
の
必
要
を
認
識
さ
せ
た
。
こ
れ
は
ボ
ン
ベ
イ
と
モ
ン
バ
サ
に
東

方
艦
隊
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
で
対
処
さ
れ
た
。
日
本
は
セ
イ
ロ
ン
を
占
領
し
て
お
ら
ず
、
作
戦
の
策
源
地
を
遠
距
離
に
あ
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
た
め
、
こ
の
措
置
は
賢
明
な
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
セ
イ
ロ
ン
島
と
イ
ン
ド
全
体
に
つ
い
て

さ
え
防
衛
上
の
深
刻
な
懸
念
が
存
在
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
前
進
防
衛
の
態
勢
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
全
土
の

防
衛
の
た
め
に
充
分
な
航
空
兵
力
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
は
ヴ
ィ
シ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
軍
か
ら
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
を
奪
取
す
る
計
画
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
。
三
月
に
通
信
傍
受
に
よ
り
ド
イ
ツ
が
日
本
に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
を
占
領
す
る
よ
う
説
得
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
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イ
ギ
リ
ス
は
日
本
の
潜
水
艦
が
そ
こ
を
基
地
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
警
戒
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
軍
は
五
月
五
日
、
主
要
港
デ
ィ
エ

ゴ
・
ス
ア
レ
ス
を
攻
撃
し
、
同
地
の
フ
ラ
ン
ス
守
備
隊
は
五
月
七
日
に
降
伏
し
た
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
全
島
の
ヴ
ィ
シ
ー
・
フ
ラ
ン
ス

軍
は
一
一
月
五
日
に
降
伏
し
た（（（
（

。

　

大
観
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
の
イ
ン
ド
洋
の
安
全
は
、
太
平
洋
に
お
け
る
日
米
海
戦
の
激
烈
な
展
開
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ

た
。
一
九
四
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一
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四
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年
五
月
以
降
、
日
本
は
そ
の
海
軍
力
を
完
全
に
太
平
洋
に
集
中
し
た
た
め
、
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
襲
撃
は
行
わ
れ
ず
、

イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
地
中
海
と
大
西
洋
に
資
源
を
集
中
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
攻
略
時
に
イ
ギ
リ
ス
は
二
隻

の
空
母
を
投
入
し
た
が
、
そ
の
後
一
九
四
三
年
一
〇
月
ま
で
イ
ン
ド
洋
に
空
母
は
配
備
さ
れ
ず
、
一
九
四
四
年
六
月
の
連
合
軍
の
北

フ
ラ
ン
ス
上
陸
作
戦
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
は
対
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対
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企
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調
整
に
お
い
て
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英
米
連
合
は
巧
み
に
一
九
四
二
年
の
危
機
を
凌
い
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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